
早期卒業、飛び入学の現行規定について 

 

大学の修業年限 

学校教育法（抄） 

第八十七条  大学の修業年限は、四年とする。ただし、特別の専門事項を教授研究する学部及び前

条の夜間において授業を行う学部については、その修業年限は、四年を超えるものとすることが

できる。 

 

早期卒業 

学校教育法（抄） 

第八十九条  大学は、文部科学大臣の定めるところにより、当該大学の学生（第八十七条第二項に

規定する課程に在学するものを除く。）で当該大学に三年（同条第一項ただし書の規定により修業

年限を四年を超えるものとする学部の学生にあつては、三年以上で文部科学大臣の定める期間）

以上在学したもの（これに準ずるものとして文部科学大臣の定める者を含む。）が、卒業の要件と

して当該大学の定める単位を優秀な成績で修得したと認める場合には、同項の規定にかかわらず、

その卒業を認めることができる。 

 

飛び入学 

学校教育法（抄） 

第百二条  大学院に入学することのできる者は、第八十三条の大学を卒業した者又は文部科学大臣

の定めるところにより、これと同等以上の学力があると認められた者とする。ただし、研究科の

教育研究上必要がある場合においては、当該研究科に係る入学資格を、修士の学位若しくは第百

四条第一項に規定する文部科学大臣の定める学位を有する者又は文部科学大臣の定めるところに

より、これと同等以上の学力があると認められた者とすることができる。 

２  前項本文の規定にかかわらず、大学院を置く大学は、文部科学大臣の定めるところにより、第

八十三条の大学に文部科学大臣の定める年数以上在学した者（これに準ずる者として文部科学大

臣が定める者を含む。）であつて、当該大学院を置く大学の定める単位を優秀な成績で修得したと

認めるものを、当該大学院に入学させることができる。 

 

学校教育法施行規則（抄）（昭和二十二年五月二十三日文部省令第十一号） 

第百五十九条  学校教育法第百二条第二項に規定する文部科学大臣の定める年数は、三年（医学を

履修する博士課程、歯学を履修する博士課程、薬学を履修する博士課程又は獣医学を履修する博

士課程への入学については、医学を履修する課程、歯学を履修する課程、薬学を履修する課程の

うち臨床に係る実践的な能力を培うことを主たる目的とするもの又は獣医学を履修する課程に四

年）とする。 
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飛び入学 
又は 

早期卒業 

既存の仕組みで可能 
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法学既修者 

法学既修者と比較
して課題が多い 

司法制度改革審議会 
意見書の理想に近い 
司法試験合格率を達成 

• 法令に基づき、各法科大学院において
入学者を選抜 

• 制度が十分に活用されていない 
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飛び入学、早期卒業の活用イメージ 




